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令和４年第３回広島市農業委員会総会議事録 

 

 

１．日  時  令和４年３月７日（月）   開会 午後１時３０分 

                      閉会 午後３時００分 

 

２．場  所  東区役所５階講堂 

 

３．委員定数  １９名 

 

４．出席委員  １８名 

１ 福島 幸治 ２ 鍜治山 正照（欠席） ３ 己斐  潔 

４ 山本 香織 ５ 溝口 憲幸 ６ 梶山 正治 

７ 伊藤 信彦 ８ 岩重 隆弘 ９ 下谷 邦代 

１０ 佐藤 和夫 １１ 沼田  聖 １２ 沖田 光春 

１３ 河野 信義 １４ 谷口  憲 １５ 河野 芳徳 

１６ 山縣 由明 １７ 吉田 米治 １８ 奥田 一成 

１９ 児玉 一成  

 

５．欠席委員 

２番 鍜治山 正照 

 

６．議事録署名者 

１９番 児玉 一成   ４番 山本 香織 

 

７．職務のため出席した事務局職員 

事務局長    大畦 裕之    事務局次長  石原 健二 

主幹(事)主任  平木 周二    主  査   有馬 隆幸 

主  事    西村 昌敏 

 

 

８．総会議事日程 

・農地に係る審議事項 

（１）農地法第３条の規定による許可申請について 

（２）農地法第４条の規定による許可申請について 

（３）農地法第５条の規定による許可申請について 



２ 

 

（４）相続税の納税猶予に関する適格者証明申請について 

（５）農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（６）農業経営改善計画の認定に係る意見聴取について 

 

・農地に係る報告事項 

（１）農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出の専決処理について 

（２）農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の専決処理について 

（３）非農地証明申請の専決処理について 

（４）農地法第３条の３第１項の規定による農地等の権利取得届出の専決処理に 

ついて 

（５）農地転用届出撤回の専決処理について 

 

・その他 

（１）令和５年度広島市農政に関する意見書について 

（２）農業用機械・資材登録制度実施要領（案）に関する意見について 

（３）令和３年度の農業体験学習について 

（４）利用権設定の下限面積引下げについて 

（５）令和３年度第６回地区協議会開催日程について 

（６）令和４年３月の現地調査日程について 

  



３ 

 

議  事 

 

議 長（福島会長） 

それでは、令和４年第３回広島市農業委員会総会を開会します。 

本日、農業経営改善計画の審議案件がありますので、関係する推進委員にご

出席いただいています。 

西区、岩田推進委員、安佐南区佐東地区、武内推進委員、安佐北区白木地区

市川、世羅推進委員、安佐北区白木地区下三田、松田推進委員、よろしくお願

いいたします。 

本日の欠席者は、２番、鍜治山正照委員です。出席者が過半数に達しており、

総会は成立します。 

会議に入る前に、本日の議事録署名者を指名します。 

１９番、児玉委員、４番、山本委員よろしくお願いいたします。 

それでは、審議に入ります。 

議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、１１件を上程し

ます。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（有馬主査） 

議案第１号、耕作目的の農地の売買等に関する農地法第３条の許可申請１１件につ

いて説明いたします。議案の３ページから５ページをご覧ください。 

１番、２番は、親から子への経営移譲のため、申請地を譲渡すものです。 

３番、６番、７番、８番は、経営規模拡大のため、申請地を取得するものです。 

４番、５番、及び９番から１１番は、新規に就農するため、農地を譲り受けるもの

です。４番はショウガ・ニンニク、５番はショウガ、９番は芋類・葉物・果樹、１０

番は花・野菜、１１番はハクサイ・キャベツ・サトイモを栽培する旨の営農計画書が

添付されています。 

 申請地は、農地法第３条第２項に規定する不許可の要件のいずれにも該当しないも

のと思われます。これらの案件は、総会で承認されますと、農業委員会の会長名で許

可することとなります。以上で議案第１号の説明を終わります。 

 

議 長 

議案第１号について、事務局の説明が終わりましたので、担当委員のご意見

をお伺いします。１番、梶山委員。 

 

梶山委員 

 ６番の梶山です。 

 ２月１８日に、伊藤委員と事務局職員と現地を調査いたしました。 

 譲渡人であるお母さんは高齢のため、譲受人の子へ贈与するというもので

す。特に問題ないと思います。 



４ 

 

 

議 長 

２番、伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 ７番の伊藤です。 

 同じく２月１８日に、梶山委員、事務局職員２名と現地の調査を行いまし

た。２番も同じ親から子への贈与で、引き続き水稲を耕作されるということで

す。問題はありません。 

 

議 長 

３番から５番、岩重委員。 

 

岩重委員 

 ８番の岩重です。 

 ３番、４番、５番の案件は、２月１７日に己斐委員、事務局職員２名と現地

を確認しています。 

 ３番ですが、現地は自己保全管理をされている休耕地でした。譲受人は、申

請地付近の農地を所有しており、申請地には果樹の作付けを予定されていま

す。問題ないと思います。 

 次に４番、５番です。４番、５番とも隣接した農地で、作物がすでに作付け

され、きれいに管理されていました。譲受人は、４番、５番お二方とも新規就

農者の方で、共同作業でニンニク、ショウガを栽培されるということで、自己

保全管理されていた農地を新規就農で耕作されるということで、大変良いこと

だと思っております。問題ないと思います。 

 

議 長 

６番、己斐委員。 

 

己斐委員 

 ３番の己斐です。 

 ６番は令和４年２月１７日に岩重委員と事務局職員とで現地調査を行いまし

た。申請地は、ほ場整備地で適正に管理されており、譲受人は規模拡大のた

め、譲渡人は他県に居住されており、高齢で管理ができないことから、譲受人

に譲渡する案件です。現在、田植え、稲刈り等は作業委託されていますので、

別に問題はないと思います。 

 

議 長 

７番、８番、河野信義委員。 

 



５ 

 

河野信義委員 

 １３番の河野です。 

 この案件は、２月１７日に谷口委員、事務局職員と現地を確認しました。 

 ７番は、経営規模を拡大したいということで問題ありません。 

 ８番も経営規模拡大で、譲受人の実家の隣で便利なので、取得されるもので

問題ありません。 

 

議 長 

９番、谷口委員。 

 

谷口委員 

 １４番の谷口です。 

 ２月１７日に、河野信義委員、事務局職員と現地調査を行いました。現地は

きれいに管理されており、新規就農として譲受人が入られるのですが、果樹を

中心とした栽培計画が出ており、異議はありません。 

 

議 長 

１０番、吉田委員。 

 

吉田委員 

 １７番の吉田です。 

 １０番は、現地調査を、先月２月１８日に事務局２名、児玉委員と行いまし

た。譲渡人は不在地主で、譲受人が申請地と、別に家屋を取得される案件で、

大変良いことで異議ありません。 

議 長 

１１番、奥田委員。 

 

奥田委員 

 １８番の奥田です。 

 ２月１８日に、児玉委員、事務局職員の方と現地調査をしました。現地はき

れいに耕作されており、新規就農とありますが、譲受人ご夫妻とお子さん、家

族で１，２００㎡経営されるということで、問題ないと思います。 

 

議 長 

それでは、その他、ご意見等ございますか。 

 

            （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようですが、許可相当と認めることに異議はございませんか。 



６ 

 

 

            （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、１１件を許可することに決定します。 

続きまして、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について３件

を上程します。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（有馬主査） 

議案第２号、所有者自らによる転用に関する農地法第４条の許可申請の３件につい

て説明いたします。議案の５ページをご覧ください。 

 １番は、雑種地への転用事案で、隣接の貸農園利用者のための駐車場として利用す

るものです。 

 ２番は、宅地への転用事案で、母屋に隣接した農地で現在は納屋の敷地として利用

しているものです。 

 ３番は、雑種地への転用事案で、利用権設定により借りている農地を申請者が所有

者の承諾を得て、近隣で経営しているブルーベリー観光農園の来場者用駐車場として

利用しようとするものです。 

１番、２番は、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、第２種農地で

あり、転用許可できない区域に立地する農地ではなく、また、転用の確実性があり、

被害防除措置も妥当と認められることから、農地法第４条第６項に規定する不許可の

要件のいずれにも該当しないものと思われます。 

なお、１番、２番の案件は、事前に転用工事に着手済み、又は既に転用済みとなっ

ておりますが、広島市農業委員会の「違反転用に係る事務処理要領」に基づき、追認

許可しようとするもので、申請書には始末書を添付させています。１番、２番の案件

は本総会で承認されますと、農業委員会の会長名で許可することとなります。 

 ３番の案件は農振農用地区域内の農地ですが、農業振興地域整備計画の軽微な変更

（用途区分の変更）を行い、申請地を農業用施設用地に変更し、農産物生産及び販売

施設としてのブルーベリー観光農園の来場者用駐車場として利用しようとするもので

あるため、農地法第４条第６項ただし書き「農業振興地域の整備に関する法律第８条

第４項に規定する農用地利用計画において指定された用途に供するため農地以外のも

のにしようとするとき」により、当該農地区分の不許可の例外に該当します。 

 他用途への転用を防ぐため、貸付期間内に駐車場としての利用が不要となった場合

は、農地に復元する旨の誓約書を提出させています。 

 なお、本件については、農業振興地域の整備に関する法律に基づく第１２条公告が

本年３月２日付でされており、用途区分が変更されたことを確認しています。 

 また、本件は農用地区域内農地かつ第 1種農地に該当するため、本総会で承認され

ますと、３月１８日（金）に開催される、広島県農業会議常設審議委員会において、

異議なしとの回答を得たのちに、農業委員会の会長名で許可することとなります。 

 以上で議案第２号の説明を終わります。 



７ 

 

 

議 長 

ありがとうございました。それでは担当委員のご意見をお伺いします。１

番、鍜治山委員ですが、本日は欠席です。意見は事務局に伝えているというこ

となので、事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局（有馬主査） 

鍜治山委員から事務局へ報告がありましたので、説明させていただきます。 

 １番の申請地は市民菜園利用者のための駐車場に転用するものであり、市民菜園周

辺の道路は狭く、駐車場設置はやむを得ないものであり、周辺農地への影響もないも

のと思われます。 

 

議 長 

２番、岩重委員。 

 

岩重委員 

８番の岩重です。 

２月１７日に、事務局職員２名と現地を確認しております。現地は、納屋

が建ててありました。周辺はきれいに管理されてあり、周辺農地への影響もな

いと思うので、この申請は問題ないと思います。 

 

議 長 

３番、己斐委員。 

 

己斐委員 

３番の己斐です。 

３番は、令和４年１月１８日に事務局職員２名と現地の調査を行っておりま

す。申請人は、来年４月以降のブルーベリーの観光農園の開園にあたり、近隣

に来場者用の駐車場とする用地が無いことから、申請地を駐車場にするもので

す。隣接する農地、耕作等への影響も無いと思われますので、問題はありませ

ん。 

 

議 長 

それでは、その他、ご質問等ございますか。 

 

            （委員：意見なし） 

 

議 長 

質問がないようですが、許可相当と認めることに異議はございませんか。 

 



８ 

 

            （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、１番、２番の２件を許可することに決定いたします。  

３番は、常設審議委員会において異議なしと回答を得たのちに農業委員会会

長名で許可することといたします。  

続きまして、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請について１９

件を上程します。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（有馬主査） 

議案第３号、転用を目的とする農地の売買等に関する農地法第５条の規定による許

可申請の１９件について、説明いたします。議案の７ページから１０ページをご覧く

ださい。 

１番は宅地への転用事案で、申請地を譲り受け、住宅１棟の建築及びカーポートを

設置しようとするものです。 

２番は雑種地への転用事案で、自動車販売等事業を営む譲受人が申請地を譲り受け、

車両の保管場所として利用しようとするものです。 

３番は雑種地への転用事案で、土木工事業等を営む譲受人が申請地を譲り受け、資

材置場を拡張するものです。 

４番、５番は雑種地への転用事案で、宗教法人である譲受人が申請地を譲り受け、

寺院の参拝者用駐車場として利用しようとするものです。 

６番から１０番は宅地への転用事案で、鶏卵並びにその他食品の購入及び販売等を

営む譲受人が申請地を譲り受け、液卵工場１棟を建築しようとするものです。 

１１番は雑種地への転用事案で、自動車修理及び販売業等を営む譲受人が申請地を

譲り受け、資材置場として利用しようとするものです。 

１２番、１３番は宅地への転用事案で、申請地を隣接する宅地と共に譲り受け、当

該建物の進入路、駐車場、倉庫及び庭敷として利用するものです。 

１４番から１６番は雑種地への転用事案で、製造業を営む譲受人が、申請地を譲り

受け、職員用駐車場として利用しようとするものです。 

１７番は宅地への転用事案で、製造業を営む譲受人が申請地を譲り受け、工場１棟

の建築並びに駐車場及び資材置場として利用しようとするものです。 

なお、申請地は譲渡人が遺贈を原因として令和２年５月１１日付で農地法第３条の

許可を受け取得したものであり、許可後３年を経過していない早期転用となりますが、

譲渡人は遺贈の事実発生である平成２６年から現在まで耕作及び収穫を継続しており、

譲受人は現会社の近くに事業用地を求めた結果、規模及び近隣の状況等の理由から、

申請地以外に利用可能な土地がなかった旨の理由書の提出があったもので、このこと

から、早期に転用しなければならない「相当の理由」に該当するものと思われます。 

１８番は雑種地への転用事案で、譲渡人が、自身が代表を務める不動産業者に貸し

付け、駐車場として利用しようとするものです。 



９ 

 

１９番は公衆用道路への転用事案で、不動産業を営む譲受人が申請地を譲り受け、

新設する道路の隅切り部分として利用しようとするものです。 

申請地は５番を除き、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、第２種

農地であり、転用許可できない区域に立地する農地ではなく、また、転用の確実性が

あり、被害防除措置も妥当と認められることから、農地法第５条第２項の不許可の要

件のいずれにも該当しないものと思われます。 

なお、１番から４番、７番から１０番、１２番及び１３番の案件は、農振農用地で

ありましたが、農業振興地域の整備に関する法律に基づく第１２条公告が本年２月２

４日付でされており、農用地区域から除外されたことを確認しています。 

また、３番、１２番及び１３番の案件は、申請地が既に転用目的の用に供されてい

るため、広島市農業委員会の「違反転用に係る事務処理要領」に基づき、追認許可し

ようとするもので、申請書には始末書又は経緯説明書を添付させています。 

５番の案件は、平成６年度から平成１３年度に実施された「農村活性化住環境整備

事業」区域内の農地で、異種目換地を受けた非農用地区域内の土地であり、第１種農

地の不許可の例外に該当するものと思われます。 

１番から３番、１１番から１６番及び１８番、１９番の１１件の案件は、本総会で

承認されますと、農業委員会の会長名で許可することとなります。 

５番については、第１種農地に該当するため、４番については、５番と譲受人及び

転用目的が同じため、６番から１０番及び１７番については、転用面積が３０アール

を超えるため、本総会で承認されますと、３月１８日（金）に開催される、広島県農

業会議常設審議委員会において、異議なしとの回答を得たのちに、農業委員会の会長

名で許可することとなります。 

なお、１７番については、宅地造成等規制法の許可を要する案件であるため、本法

を所管する宅地開発指導課との同時許可となります。以上で議案第３号の説明を終わ

ります。 

 

議 長 

それでは、担当委員のご意見をお伺い致します。１番、伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 ７番の伊藤です。 

 本件は、昨年の９月２１日に事務局職員２名と現地調査を行いました。申請

地は長い間休耕になっていました。譲渡人と面談をして確認をしましたが、耕

作意欲は全く持っていません。隣接地も既に宅地になっており、転用される方

が望ましいのだろうと思います。 

 

議 長 

２番、岩重委員。 
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岩重委員 

８番の岩重です。 

２番の案件は、令和３年９月１７日に農振除外で事務局職員２名と現地確認

をしました。再度確認のため、３月５日に現地を確認しました。現地はきれい

に管理され、周辺農地への影響もないので、転用は問題ないと思います。 

 

議 長 

３番から１０番、己斐委員。 

 

己斐委員 

３番の己斐です。 

３番は、令和３年９月１７日に事務局職員２名とで現地調査を行っていま

す。申請地は既に、譲受人である法人の資材置場となっており、隣接地の資材

置場を拡張するものです。既に農振除外となっており、問題はありません。 

４番、５番は、令和３年５月１８日に現地の調査を行っています。法座、法

要、葬儀等でお参りの参拝者の駐車場が、境内では狭く、隣接している申請地

を駐車場として利用する案件です。４番は、農振除外、５番は非農用地で駐車

場にすることによる周辺農地への影響はありません。 

６番から１０番は令和３年５月１８日に現地調査を行っております。譲受人

の法人は、本社は市内南区仁保にあり、安芸高田市向原町にて、養鶏事業を営

んでいます。鳥インフルエンザが発生すると、半径３㎞以内の区域は移動制限

区域となるため、好条件の申請地へ、工場を移転することになったものです。

雇用につきまして、本地域より優先的に雇用する考えであるということです。

工場を建設することによる耕作への影響はないと思われます。 

 

議 長 

１１番、沼田委員。 

 

沼田委員 

１１番の沼田です。 

２月１８日に現地を調査しました。近隣に農地はなく、問題ないと思いま

す。 

 

議 長 

１２番から１７番、河野信義委員。 

 

河野信義委員 

 １３番の河野です。 

１２番、１３番については、農振除外の関係で令和３年９月１７日に、 

１４番から１７番については、令和４年２月１７日に、現地を調査していま
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す。 

１２番、１３は、譲受人が、自分のところの敷地への進入路、駐車場等、庭

敷として使うもので、問題ありません。 

１４番から１６番は譲受人が法人で、従業員用の駐車場が手狭になったた

め、申請地を取得して、従業員用の駐車場として利用するものです。周囲への

影響はなく、問題ありません。 

１７番も譲受人が法人で、半導体を作る機械の加工等を行っており、申請地

を取得して工場を建てるものです。周囲への影響はなく問題ありません。 

 

議 長 

１８番、１９番、奥田委員。 

 

奥田委員 

１８番の奥田です。 

２月１８日に児玉委員と事務局の方と現地調査いたしました。 

１８番は、長い間耕作されていなかった休耕地を譲渡人が経営する会社に賃

貸借する案件で、申請地は広い駐車場の一画となっていました。近隣への影響

はないと思います。 

１９番は、地区計画により宅地開発することに伴い、申請地を道路用地で取

得するものです。特に問題ないと思います。 

 

議 長 

それでは、その他、ご意見等、ございますか。 

 

             （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようですが、許可相当と認めることに異議はございませんか。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、１番から３番、１１番から１６番、１８番及び１９番の１

１件を許可することに決定いたします。  

４番から１０番は、常設審議委員会において異議なしと回答を得たのちに農

業委員会会長名で許可することといたします。  

１７番は、常設審議委員会において異議なしと回答を得たうえで、宅地造成

等規制法の許可に合わせ、農業委員会会長名で許可することといたします。  

続きまして、議案第４号、相続税の納税猶予に関する適格者証明申請につい

て、２件を上程します。事務局に説明をお願いします。 
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事務局（有馬主査） 

議案第４号、相続税の納税猶予に関する適格者証明申請について説明しま

す。この相続税の納税猶予の特例については、相続人が、農業を営んでいた被

相続人から農地等を相続し、農業を原則２０年以上継続する場合に限り、農地

価格のうち農業投資価格を超える部分に対する相続税の納税を猶予する制度で

す。農業委員会としましては、①被相続人が農業を営んでいたか、②相続人が

引き続き農業経営を行うと認められるか、③申請農地等は、農業を営んでいた

被相続人から相続した農地等で、適正に管理が行われているかなどを審査し、

適格者証明書を交付するものです。 

それでは、議案の１０ページをご覧ください。今回、２件の申請があり、そ

の内容につきましては議案に記載しているとおりです。この申請につきまして

は、先ほど申し上げました①～③の要件を満たしていることを確認しており、

租税特別措置法第７０条の６第１項の規定を受ける農地に該当します。以上で

議案第４号の説明を終わります。 

 

議 長 

それでは、担当委員のご意見をお伺いします。１番、２番、児玉委員。 

 

児玉委員 

１９番の児玉です。 

２月１８日に、事務局職員２名と現地調査をしました。１番、２番とも、き

ちんと耕作されており、問題ないと思います。 

 

議 長 

それでは、その他、ご意見、ご質疑がございますか。 

 

             （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようですが、適格者として証明することに異議はございませんか。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、適格者として証明することに決定します。 

続きまして、議案第５号、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計

画の審議に入りますが、議案番号の５番は鍜治山委員の親族、９４番は山縣委

員、１１０番、１１１番は児玉委員、１３２番は鍜治山委員、１３８番、１３

９番は岩重委員に関する案件です。  
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農業委員会等に関する法律第３１条に、「農業委員会の委員は、自己または

同居の親族、もしくは、その配偶者に関する事項については、その議事に参与

することができない。」という旨の規定がありますが、５番及び１３２番の案

件の関係者である鍜治山委員は本日欠席ですので、初めに９４番、１１０番、

１１１番、１３８番及び１３９番を除く１６７件を上程します。  

それでは、事務局に説明をお願いします。  

 

事務局（有馬主査） 

議案第５号、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画のうち議案番号９

４番、１１０番、１１１番、１３８番及び１３９番を除く１６７件について説明いた

します。 

農家等からの利用権設定の申し出に基づき、広島市が作成した農用地利用集積計画

案について、令和４年２月１５日付けで、広島市長から農業委員会会長へ審議依頼が

ありました。これは、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の「市町村は、農業委

員会の決定を経て、農用地利用集積計画を定めなければならない。」という規定による

ものです。 

農用地利用集積計画の内容は議案のとおりです。利用権設定の新規分として１２４

件、継続分として利用権設定の終期が本年３月３１日までとなっている計画の更新が

４３件となっております。 

なお、新規分のうち議案番号４番を始め、番号に網掛けをしている８０件は、令和

３年３月３１日まで“ひろしま活力農業”経営者育成事業用地または“スローライフ

で夢づくり”新規就農者育成事業用地として広島市農林水産振興センターが借り受け、

担い手へ転貸したものを、今回、５年以上の期間を設定するものについては広島県森

林整備・農業振興財団の中間管理事業への、それ以外は相対への変更として上程する

ものです。この他、○〇氏の耕作地を、○〇氏の経営する○〇農園へ借主の変更を行

うもの、親子で耕作していたが、親が亡くなられたことから、子が新規に借り受ける

ものなど、実質的に地権者と利用者の状況は変わらず、耕作状況も変更がない案件は、

新規分ではありますが担当委員の意見については省略させていただきます。 

以上を踏まえて、新規分について主な案件について説明いたします。 

５番については、農地面積２，０５３㎡のうち５６１㎡をすでに借り受けている利

用者が、６９８㎡を新規に借り受けるものです。なお、残りの７９４㎡は、６番、７

番により別の利用者により利用権設定がされます。 

３４番、６９番、７０番、７３番、７４番、７９番、及び８３番から８８番につい

ては、申請地を借り受け、新規に就農するものです。 

 その他は、いずれも経営規模拡大のため、農地を借り受けるものです。 

 続いて継続分について、内容は議案のとおりです。 

上程した１６７件につきましては、経営面積・農業従事日数など、農業経営基盤強

化促進法第１８条第３項の各号及び広島市の農業経営基盤の強化の促進に関する基本

構想にある利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件を満たしております。 
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なお、本件は、総会で決定されますと、広島市長が令和３年３月３１日に公告を行

い効力が発生することとなります。 

以上で議案番号９４番、１１０番、１１１番、１３８番及び１３９番を除く１６７

件の説明を終わります。 

 

議 長 

議案番号９４番、１１０番、１１１番、１３８番及び１３９番を除く１６７

件について、事務局の説明が終わりました。このうち、継続分については、引

き続き営農活動が行われております。新規分の１２４件の内、先ほど説明しま

した、議案番号に網掛けをしている８０件を除く４４件について、担当委員の

ご意見をお伺いします。１番、２番、山本委員。 

 

山本委員 

４番の山本です。 

１番、２番につき、報告いたします。３月４日に現地確認しました。現地は

適正に耕作管理されていました。問題ありません。 

 

議 長 

５番、梶山委員。 

 

梶山委員 

６番の梶山です。 

３月４日に現地調査をしました。現地はきれいに管理されており、特に問題

ないと思います。  

 

議 長 

３４番から４１番、岩重委員。 

 

岩重委員 

８番の岩重です。 

３４番から４１番の案件につきましては、３月５日に現地を確認しました。 

３４番の現地はきれいに管理されており、水稲、野菜を栽培されるというこ

とで、問題ないと思います。 

３５番も丁寧にきれいに管理されており、野菜、水稲の栽培をされるという

ことで、問題ないと思います。 

３６番、３７番は隣接する農地で、既にビニールハウスが建ててあり、葉物

野菜の栽培がされていました。問題ないと思います。 

３８番、３９番は、中間管理機構を通じての賃借で、一部管理棟を建てて、

残りは野菜の栽培をされるということで、きれいに管理されてあり、問題はな

いと思います。 
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４０番、４１番、こちらも中間管理機構を通じての賃借で、野菜の栽培をさ

れるということで、きちんと管理されてあり、問題はないと思います。 

 

議 長 

５４番、５５番、６２番及び６３番、己斐委員。 

 

己斐委員 

３番の己斐です。 

令和４年２月１８日に現地の調査を行いました。現地はいずれも適正に管理

されています。５４番、５５番は水稲栽培の案件で、別に問題はありません。 

６２番の借人は、東広島市や白木地区で葉物栽培をされ、農事研究会のメン

バーでもあります。百貨店の１階で野菜を使ったジュースの販売もされている

と聞いています。 

６３番の借人は、外国人の方で、現在妻と長男、外国人の研修生４人で主に

水菜を栽培されています。現地は、ほ場整備されておりますが、高齢化、後継

者不足等で遊休化する傾向にあります。遊休農地解消のために、当地域で頑張

っていただきたいと思っております。問題はありません。 

 

議 長 

６９番、７０番 下谷委員。 

 

下谷委員 

９番の下谷です。 

６９、７０について報告します。令和４年の３月３１日で、スローライフの

研修生だった方が離農される農地を、スローライフの研修生の方が借りられる

もので、問題ありません。 

 

議 長 

７３番から７５番、沼田委員。 

 

沼田委員 

１１番の沼田です。 

７３番から７５番は、３月４日に現地の調査をしました。適切に耕作の準備

がしてあり、問題ないと思われます。 

 

議 長 

７６番、沖田委員。 

 

沖田委員 

 １２番の沖田です。 
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３月４日、現地に行ってみました。借人は、近所の農園で研修されていま

す。また、隣にはブドウを栽培される農家もありまして、栽培環境は申し分な

いと思います。 

 

議 長 

７７番から７９番、河野信義委員。 

 

河野信義委員 

 １３番の河野です。 

７７番、７８番は、私の家の近くの田んぼで、借人は一昨年よりこの近辺の

農地も借りて、立派にやっています。 

いつでも植え付けできるように準備がしてあり、問題はありません。 

７９番は、この地区の中学校の近くの川沿いにあり、耕作する準備をされて

います。 

 

議 長 

８２番から９０番、谷口委員。 

 

谷口委員 

１４番の谷口です。 

８２番は、水稲の栽培で、現地はきれいに管理されており、問題はありませ

ん。 

８３番から８８番は、ブドウの栽培で、現地を確認した時には、すでにブド

ウが植えられていました。現地はきれいに管理されておりますので、問題はあ

りません。 

８９番、９０番は、活力生の借人が、就農される時に借りるよう計画されて

いましたが、諸事情があり借りることが出来ず、コの字型に取り囲むように現

在ハウスが建っております。この度、その借りることが出来なかった中央部分

を借人が借りられるものです。現地はきれいに管理されており、問題はありま

せん。 

 

議 長 

９３番、河野芳徳委員。 

 

河野芳徳委員 

１５番の河野です。 

２月２２日、高山推進委員と現地調査を行いました。当日は丁度、借人夫妻

も現地に来て、耕作放棄地であったところをトラクターで耕起されていまし

た。農業は素人ながら、サツマイモやニンニク、果樹はイチジク、マスカット

等を作るとのことでした。地形的にも日当たりも良く、水はけも良さそうです
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が、獣害、イノシシやサルなどですが、この対策が必要かと思い、その話をし

ておきました。 

 

議 長 

９６番、９９番、山縣委員。 

 

山縣委員 

１６番の山縣です。 

９６番は、２月２２日に現地調査しました。現地は農地として管理されてお

ります。今回の借人のお父さんが借りて、水稲や野菜を栽培されていました

が、お父さんが亡くなられたため、長男が継続して借り受けて、使用貸借権に

より、令和４年４月１日から３年間、水稲及び野菜を栽培するものです。長男

は、就農意欲も旺盛で、問題ないと認めます。 

９９番は同じく２月２２日に現地調査しました。現地は農地として管理され

ています。利用権の設定をする貸人は、高齢で遠隔地に住んでいるため、耕作

することが困難であり、近隣に住んでいる借人が、使用貸借権により、令和４

年４月１日から３年間、水稲を栽培するものです。借人は、就農意欲も旺盛で

あり、問題ないと認めます。 

 

議 長 

１００番から１０７番、吉田委員。 

 

吉田委員 

１７番の吉田です。 

１００番から１０２、そして１０３番、一括して意見します。 

利用権を設定する方２名の基盤整備地４筆６，７９５㎡を中間管理機構へ、

そして機構から貸借され、新規就農される件であり、異議ありません。 

次に１０４番、１０５番ですが、同様に、２筆１，３３３㎡を中間管理機構

へ、そして機構から新規に貸借され、就農される件でこれも異議ありません。 

次に１０６番ですが、現地確認を３月３日に行いました。１筆１５２㎡の案

件ですが、近場の３筆をすでに賃借され、耕作されています。この度規模拡大

されるという事で、貸人も８７歳で高齢であり、若い人に託される事で異議あ

りません。 

次に１０７番ですが、現地は３月３日に確認しております。本件の農地は、

昨年、総会の場で意見を述べた土地であり、それは、工事残土等の仮置き場に

使用され、工事完成後復旧がなされてないので、工事業者への指導が必要では

と述べた土地でございます。 

その後、早々に工事業者に於いて、以前よりも良い農地に復旧されました。

この度賃貸借が成立し、本日に至り喜んでいるところです。このことに関しま

して、農地の一時転用の注意点など、関係部局への指導がなされまして、関係
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各位にお礼申し上げたいと思います。 

 

議 長 

その他ございますか。 

 

（委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようですが、計画案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので議案第５号の９４番、１１０番、１１１番、１３８番及び１

３９番を除く１６７件について、計画案のとおり決定し、その旨を市長に回答

することにいたします。 

続いて、議案番号９４番の案件に入ります。山縣委員は退席をお願いしま

す。  

 

（山縣委員 退席）  

 

議 長 

それでは説明をお願いいたします。 

  

事務局（有馬主査） 

議案第５号、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の９４番に

ついて、説明いたします。それでは議案の２８ページをご覧下さい。 

利用が申請地を借り受け、水稲を栽培するものです。本件につきましては、

先ほどご説明しましたとおり、利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件を

満たしております。なお、本件は、総会で決定されますと、広島市長が令和４

年３月３１日に公告を行い効力が発生することとなります。以上で議案番号９

４番の説明を終わります。 

 

 

議 長 

それでは担当委員のご意見をお伺いします。  

９４番、河野芳徳委員。 

 

河野芳徳委員 

１５番の河野です。 



１９ 

 

２月２４日、現地調査を行いました。貸人が最近体調を崩されたため、とり

あえず１年間だけ、ということで借人に耕作をして欲しいとのことです。借人

は、水稲を作られているので、大変良いことだと思います。 

 

 

議 長 

それでは、その他、ご意見、ご質疑がございますか。 

 

             （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようでございますが、計画案のとおり決定してよろしいでしょう

か。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、議案第５号の９４番について、計画案のとおり決定し、そ

の旨を市長に回答することにいたします。山縣委員の着席をお願いします。 

 

             （山縣委員 着席） 

 

議 長 

山縣委員、議案第５号の議案番号９４番について計画案のとおり決定しまし

たことをご報告いたします。 

 続いて、議案番号１１０番、１１１番の案件に入ります。児玉委員は退席を

お願いします。  

 

             （児玉委員 退席）  

 

 

議 長 

 説明をお願いいたします。 

 

事務局（有馬主査） 

議案第５号、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の１１０

番、１１１番について、説明いたします。それでは議案の３１ページをご覧下

さい。 

利用者が申請地を借り受け、水稲を栽培するものです。本件につきまして

は、先ほどご説明しましたとおり、利用権の設定等を受ける者の備えるべき要
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件を満たしております。なお、本件は、総会で決定されますと、広島市長が令

和４年３月３１日に公告を行い効力が発生することとなります。以上で議案番

号１１０番、１１１番２件の説明を終わります。 

 

議 長 

それでは担当委員のご意見をお伺いします。  

１１０番、１１１番、奥田委員。 

 

奥田委員 

１８番の奥田です。 

３月４日に現地調査をいたしました。１１０番は、お父さんがお亡くなりに

なって、息子さんになって、借人に耕作を依頼されたものです。問題はありま

せん。 

１１１番も高齢化に伴い、依頼されたもので、自宅から離れており、借人も

大変と思いますが、地域のために頑張っています。 

 

議 長 

それでは、その他、ご意見、ご質疑がございますか。 

 

             （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようですが、計画案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、議案第５号の１１０番、１１１番について、計画案のとお

り決定し、その旨を市長に回答することにいたします。児玉委員の着席をお願

いします。 

 

             （児玉委員 着席） 

 

議 長 

児玉委員、議案第５号の議案番号１１０番、１１１番について計画案のとお

り決定したことをご報告いたします。 

 続いて、議案番号１３８番、１３９番の案件に入ります。岩重委員は退席を

お願いします。  

 

             （岩重委員 退席）  
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議 長 

 説明をお願いいたします。 

 

事務局（有馬主査） 

議案第５号、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の１３８

番、１３９番について、説明いたします。それでは議案の３６ページをご覧下

さい。 

利用者が申請地を借り受け、水稲を栽培するものです。本件につきまして

は、先ほどご説明しましたとおり、利用権の設定等を受ける者の備えるべき要

件を満たしております。なお、本件は、総会で決定されますと、広島市長が令

和４年３月３１日に公告を行い効力が発生することとなります。以上で議案番

号１３８番、１３９番２件の説明を終わります。 

 

議 長 

議案番号１３８番、１３９番について、事務局の説明が終わりました。この

案件は、継続分であり、引き続き営農活動が行われていますので、担当委員の

意見は省略することとします。 

それでは、その他、ご意見、ご質疑がございますか。  

 

             （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようでございますが、計画案のとおり決定してよろしいでしょう

か。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、議案第５号の１３８番、１３９番について、計画案のとお

り決定し、その旨を市長に回答することにいたします。 

岩重委員の着席をお願いします。 

 

             （岩重委員 着席） 

 

議 長 

岩重委員、議案第５号の議案番号１３８番、１３９番について計画案のとお

り決定しましたことをご報告いたします。 

続きまして、議案第６号、農業経営改善計画の認定に係る意見聴取について

７件を上程します。事務局に説明をお願いします。 
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事務局（有馬主査） 

議案第６号、農業経営改善計画の認定に係る意見聴取について説明いたします。 

令和４年２月１４日付けで、広島市長より農業経営基盤強化促進法に基づく農業経

営改善計画の認定審査にあたり、意見聴取の依頼がありました。この計画認定にあた

っては、農林水産省経営局長通知による「農業経営基盤強化促進法の基本要綱」に基

づき、「市町村は、農業者等専門的な知識を有する者から意見を聴取することができ

る。」とされており、農業委員会の意見を求めてきたものです。 

認定を受けるための要件は、３点あります。第１点が、農業経営基盤強化促進法に

基づき、市が策定した「基本構想」の経営指標に照らして適切であること。第２点が、

目標を達成することが確実であると見込まれること。第３点が、農用地の効率的、総

合的な利用を図る内容となっていることとなっています。 

なお、御存じのとおり、農業委員会法第８条の規定により、農業委員は、認定農業者が過

半数を占めるようにしなければならないとされております。 

それでは、議案の４２、４３ページをご覧ください。農業経営改善計画の概要は、

議案に記載しているとおりです。申請の詳細については、別冊がございますのでこち

らの資料をご覧ください。 

１番の申請者は、現在、葉物野菜、野菜苗、根菜類等を栽培しています。露地栽培

は天候不順の影響を受けやすいため、土づくりを行うことで安定的な生産を図り、葉

物野菜の一部をベビーリーフやキュウリに変更し、売上の向上を目指します。 

そして、引き続き、安佐南区で営農している三男と労働力の分担を行い、常時雇用

を採用し、労働時間の削減を図ることで、年間労働時間２，０００時間、年間所得５

３８万円を目指す計画を立て、申請するものです。 

２番の申請者は、現在、多品目の野菜を栽培しています。広島菜は自家採種を行っ

ており、より収量の高い品種を選抜し、適切な栽培管理を行うことで、1 アール当た

り７００㎏から８００㎏への向上を目指します。そして、臨時雇用を増やすことで適

切な栽培管理をし、市場出荷ではなく、直売所やインショップへ出荷することで単価

を維持します。また、現在、借りている安佐北区のほ場は返却し、集約的な経営を行

うことで、年間労働時間２，０００時間、年間所得７６３万円を目指す計画を立て、

申請するものです。 

３番の申請者は、現在、葉物野菜を中心に契約栽培を行っています。ホウレンソウ

は土づくりを行い、1アール当たり平均１００㎏から平均１３０㎏への向上を目指し、

土づくりのため、堆肥運搬用バケットを購入します。経営管理については、青色申告

を行い、年間労働時間２，０００時間、年間所得６４６万円を目指す計画を立て、申

請するものです。 

４番の申請者は、現在、施設で葉物野菜を栽培しています。時期に合った品種を栽

培することで、生産量の増加を図り、ハウスが空いている時は土づくり等を積極的に

行うことで、単収を上げ、また、露地を活用し新品目の栽培を進めます。 

経営については、コンパクトな経営を心がけ、資材や肥料をグループで購入するな

どし、コストの削減に繫げ、作業時間や作業量を見直すことで、年間労働時間１，５
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００時間、年間所得５６７万円を目指す計画を立て、申請するものです。 

５番の申請者は、現在、施設でミズナなどの葉物野菜を栽培しています。ミズナの

高温期の栽培が困難になっており、新しい品種の導入や液肥散布等で単収を向上させ、

市場単価の高い時期に生産量が減り契約のみの出荷となっているため、市場出荷も増

やせるよう生産計画を見直し、また、近年葉物野菜の市場単価が下がっているので、

葉物以外の品目の準備を進めます。作業については、収穫・調整作業のみパートに任

せていますが、作業場の改善や作業マニュアル作成を行い、任せられる作業を増やし、

申請者本人の従事時間を減らすことで、年間労働時間２，０００時間、年間所得１，

０２１万円を目指す計画を立て、申請するものです。 

６番の申請者は、コマツナを主力として市場６割、ＪＡ直販４割で出荷し、他にコ

カブと高値の時期に広島菜を作付けしています。今後も引き続き、コマツナを主力と

し、増設したハウスの作付け回数の増加、土壌改良等の資材コストの削減を行います。

雇用については、パートの増員を行い、また、パソコンを活用した複式簿記、青色申

告を行い、税理士による経営分析により、経費を見直し、経営の健全化を図ることで、

年間労働時間２，０００時間、年間所得５００万円を目指す計画を立て、申請するも

のです。 

７番の申請者は、「スローライフで夢づくり」新規就農者育成事業第１２期生

で、安佐北区白木地区で就農しました。現在、ＪＡ直販の他に契約出荷などの個人

的な販売ルートがあり、多品目を安定的な価格で販売していますが、作業の効

率化のため品目選定を行います。また、口コミによる販売ルートの開拓、ブド

ウ施設取得による直売所等での販売を行い所得の向上を図ります。新たなブド

ウの管理が増えることにより、作業時間の増大が見込まれますが、作業の効率

化により、作業時間の現状維持を図ることで、年間労働時間２，０００時間、年間

所得５００万円を目指す計画を立て、新規に申請するものです。 

 以上で議案第６号の説明を終わります。 

 

議 長 

議案第６号の７件について、事務局の説明が終わりましたので、担当委員、

推進委員のご意見をお伺いします。１番、岩田推進委員。 

 

岩田推進委員 

推進委員の岩田です。 

１番は２月２８日に、山本農業委員と一緒に、申請者宅を訪問し意向等を聴

き取りしましたました。申請者は農業経営改善計画として、次の２点を挙げら

れています。 

まず、農業所得について、先ほど説明がありましたが、葉物野菜の価格が下

落したため、収益性の高い作物に転換。これは今ベビーリーフを栽培して販売

しています。収益を上げるためには、もっと販売先の開拓が必要であるという

ことと、以前から力を入れてきたサツマイモが長く貯蔵出来るようにするため

に、設定温度が１４度くらいに出来る保冷庫を導入することとし、倉庫兼作業
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場を大改築されていました。年中出荷出来るようにするには、サツマイモを栽

培する農地が必要になるので、畑の確保が重要であるとのことでした。 

次に、労働時間についてですが、現在申請者夫妻と次男、三男の家族で作業

等していますが、労働時間が増えて、負担も増えているので、新たに２名の常

時雇用を採用したいと言われていましたが、まだ達成できてないとのことでし

た。 

農業経営改善計画の更新について問題はなく、これからも申請者を応援して

いきたいと思います。 

 

議 長 

その他山本委員、何かございますか。 

 

山本委員 

岩田委員からご説明いただいたとおりです。 

 

議 長 

２番、３番、武内推進委員。 

 

武内推進委員 

安佐南区の推進委員の武内と申します。よろしくお願いします。 

２月２６日の午後から農業委員の溝口委員と一緒に、２番、３番の申請者の

お宅を続けて訪問させていただきました。 

まず、２番の申請者ですが、伺った時には、お昼の１時半頃でしたが、農作

業を始めていました。土曜日で出荷が無いにもかかわらず、パート一人が来て

いて、ハウスの中で作業されていました。経営面積を見ると２８９アールと、

ちょっと広いのですが、借入地が多いです。というのも、広島菜を露地栽培で

ローテーションしていくということで、耕作地をきれいに使えるわけではない

が、広く借りているんだということでした。申請者の地元で借りていた農地も

一部返却したところがあるが、これに関しては、別の地区で借りている農地を

有効に使って穴埋めをしていきたいとのことでした。経営規模は大きいです

が、効率などを色々考えながら経営されているので、農業経営改善計画は問題

ないと思います。 

次に、３番の申請者ですが、２番の申請者のお宅を伺ったあと、２時頃から

伺いました。経営面積が７１アールから５９アールへ、ちょっと引き下げられ

ていますが、名目上は農地であるが、実質的にはアパートとか建物が周りに建

て込んできたので、日照不足となり、そういうことになったと言っていまし

た。また、これから防除作業をするので、なるべく早く帰って欲しいといわれ

たので、我々も早めに切り上げて、作業をしてもらうことにしました。このよ

うに、作業意欲も旺盛で、体力的にも、がっちりした方なので、充実している

ようにお見受けしたので、農業経営改善計画は全く問題ないと思います。 
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議 長 

溝口委員、他にございますか。 

 

溝口委員 

５番の溝口です。 

武内推進委員の言われたとおりで、お二人ともよく頑張っています。二人に

共通することは、農地が街中にあり、畑の隣がすぐアパートとか住宅がいっぱ

い建ちますと、日陰になって、その農地の収量が相当減るわけですが、よその

土地ですから、建てるなとは言えませんので、こういったことは都市農業では

非常に大きな問題であろうと思います。農業経営改善計画については問題あり

ません。 

 

議 長 

４番、５番、野稲推進委員ですが、今日は欠席されていますので、伊藤委

員、お願いします。 

 

伊藤委員 

７番の伊藤です。４月２６日に野稲推進委員と一緒に、農業経営改善計画認

定申請書を持って、現地を訪問しました。 

まず、４番の申請者、これは５番の申請者も一緒ですが、活力農業経営者の

第１３期生で、平成２４年４月の就農ですから、１０年になりますが、順調だ

と思います。 

４番の申請者は、現在１１棟のビニールハウスで、ホウレンソウがメインで

す。出荷先は、市場が中心ですが、色々自分の興味があるものを作ってみたい

という意欲をもっていますが、販路が確保できないと、どうも心配だというこ

とで、ＪＡからの営農指導員等の支援がもっと欲しいということを言っていま

した。 

次の５番の申請者ですが、４番の申請者のほ場に隣接してほ場を確保してい

ます。現在１７棟のハウスでミズナをメインに、大体７回くらいのい回転でや

っているということでした。出荷先は生協やスーパー、今後は市場出荷をして

みたいというようなことも言っていました。当地は活力生が１０人ほどいます

が、ここは山間部ですから、人手が無いのです。ほ場は何とかなるかもしれま

せんが、人手がないので、遠方から雇ってくるのはちょっとコストの問題があ

って難しいというようなことを言っています。人手が確保出来れば、もうちょ

っと経営も拡大出来るかもしれないが、当面は現状でやっていきたいというこ

とでした。 

４番、５番の農業経営改善計画については問題ないと思います。。 
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議 長 

６番、世羅推進委員。 

 

世羅推進委員 

推進委員の世羅です。 

２月２６日に己斐農業委員と６番の申請者宅を訪問し、農業経営改善計画の

内容について、申請者に全てのハウスを連れて回ってもらい、回りながらお話

を伺いました。 

まず、３０アールのハウスでコマツナを生産し、市場に６割、ＪＡ直販に４

割を出荷されています。以前は多品種の作物を生産されていたそうですが、省

力を図り、作業の効率を上げるため、品種を絞ってコマツナ一本でいっている

そうです。 

１０アールのハウスは、広島菜を栽培されており、６月、１０月で収穫し、

合間にコマツナを栽培されています。このハウスは平成３０年に豪雨災害に遭

いまして、被災し、水没したので、たくさんの草の種が流れ込み、その後遺症

がまだ残っているそうです。農業指導機関等から、指導を受けながら取り除い

ているとのことです。 

増設された２０アールのハウスでは、コカブ、広島菜を生産されています。

このハウスは、田んぼの土を使用して野菜を栽培されており、品質の良い野菜

ができる反面、除草に手間がかかり、それで土壌改良を続け、労働時間の削減

に取り組んでいると説明がありました。各ハウスの問題点を掴み、改善を行

い、効率の良い生産目標を立てています。 

農業経営改善計画については、問題ないと思います。 

 

議 長 

己斐委員、この他何かございますか。 

 

己斐委員 

世羅推進委員と若干重複する部分もあるかと思いますが、今年度からの目標

ということで、コマツナ、ミズナを中心に、価格安定期に向けてホウレンソ

ウ、シュンギク、コカブを組み合わせて栽培をしていきたいということです。

そのために、土壌分析、適切な栽培管理もやっていき、より良い商品、高品質

な商品を安定した価格でもって、なおかつ規模拡大もしたいということでし

た。 

先ほど平成３０年の豪雨災害と言われましたが、その河川改修にあたり、約

２００㎡あまりが河川改修工事にかかるということで、若干その点が心配では

あります。農業所得５００万円を目標にされており、現在非常に頑張っていま

すので、今回の農業経営改善計画については、問題ないと思います。 
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議 長 

７番、松田推進委員。 

 

松田推進委員 

昨年の１０月から白木地区の推進委員をしています、松田です。よろしくお

願いします。 

７番の申請者は４６歳の女性です。農業経験は全然なかったのですが、ＪＡ

の農業塾で 1 年、振興センターのスローライフ研修で 1 年学んで、２９年に農

地を借りて、ハウス３棟建てて就農しています。 

平成３０年に青年等就農計画認定者になり、今回新規に農業経営改善計画の

認定申請をされたものです。 

経営状況ですが、ハウスを利用してキュウリ、ミニトマト等の促成栽培、抑

制栽培等で、商品価値の高い商品を、高回転で栽培することにより営業利益の

向上に努めたいと話していました。 

経営規模の拡大については、野菜の畑等の拡張予定はありませんが、ブド

ウ、これは、スローライフの先輩が植えられたもので、５年以上経っていま

す。１１アールに４６本を植えられおり、すでに棚ができ、今年から収穫でき

るので、果樹の栽培に努めたい。それから、隣接する１２アールくらいの農地

があるのですが、ここにブルーベリーを植えて、果樹の栽培、これは販売方法

をできれば直販等販売方法も工夫して収益増加に努めたいと話していました。 

女性一人でやっていますが、パート５名くらいに時間指定、おそらく半日く

らいですが、手伝ってもらっています。品目が多いので、作付け、収穫調整し

ても、なかなか慣れてもらえないので、指導して効率的な運営を図りたいと話

されていました。 

一生懸命頑張っていますので、よろしくお願いします。 

 

議 長 

松田推進委員からご意見をいただきました。己斐委員、この他何かご意見は

ありませんか。 

 

己斐委員 

今、松田推進委員の方からありましたが、今年からブドウの栽培ということ

です。これは１０年前にさかのぼるのですが、○〇さんという方が栽培され、

朝市へ出していましたが、２年くらい体調を崩されて、約１年ブドウ棚が遊ん

でいました。それで誰か作る人がいないか、ということで行政とも色々とあた

ってみて、二人くらいあたったみましたが、なかなか決まりませんでした。こ

の度、申請者がやってみたいということで、今年からブドウの栽培に取り組ん

でいます。行政等から指導してもらっています。松田推進委員からありました

ように、４６本あまり、成熟した苗、ブドウの木で、今年から収穫できる予定

ですので、かなり高収入の見通しが立てられるのかなと思っています。農業経
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営改善計画の目標を達成できるよう頑張っていますので、応援していきたいと

思います。 

 

議 長 

それでは、その他、ご意見、ご質疑がございますか。 

 

             （委員：意見なし） 

 

議 長 

意見がないようですが、「意見なし」と、市長に回答することにしてよろしい

でしょうか。 

 

             （委員：異議なし） 

 

議 長 

異議がないので、７件を「意見なし」と市長に回答することに決定します。 

以上で、農地に係る審議事項を終了します。 

続いて、農地に係る報告事項に入ります。 

報告第１号から第５号の専決処理について、８３件を一括して報告します。

事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（有馬主査） 

報告第１号から第５号までの専決処理について、説明します。 

報告第１号 農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出（４４ぺージか

ら４７ページ）の２５件、及び報告第２号 農地法第５条第１項第７号の規定による

農地転用届出（４８ページから５３ページ）の３７件は、広島市農業委員会事務局規

程第７条第２項の規定により、事務局次長が専決処理をしました。 

報告第３号 非農地証明申請（５４ページ）の６件は、担当委員と現地調査を行い、

広島市農業委員会事務局規程第７条第３項の規定により、事務局次長が専決処理をし

ました。 

報告第４号 農地法第３条の３第１項の規定による農地等の権利取得届出（５５ペ

ージ、５６ページ）の１４件は、広島市農業委員会事務局規程第７条第５項の規定に

より、事務局次長が専決処理をしました。 

報告第５号 農地転用届出撤回（５７ページ）の１件は、広島市農業委員会事務局

規程第８条の規定により、事務局次長が専決処理をしました。 

 

以上で報告第１号から第５号までの説明を終わります。 

 

議 長 

事務局から説明のあった報告第１号から第５号について、何かご質問、ご質
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疑がございますか。 

 

             （委員：質問なし） 

 

議 長 

質問がないので、報告事項を終了します。 

続きまして、議事日程６、その他事項に入ります。事務局から報告をお願いします。 

 

事務局（有馬主査） 

資料の１ページ、資料１をご覧ください。令和５年度広島市農政に関する意見書に

ついてです。 

１の意見書作成の方針については、農地等の利用の最適化推進で①遊休農地の解消、

②担い手への農地利用集積、③新規参入の促進の施策の改善等についての具体的な意

見といたします。 

２の意見書の作成の進め方については、推進委員からも意見を求めることとし、来

週からの地区協議会において、意見の提出依頼をする予定です。 

３のスケジュールについては、意見書の提出依頼をし、５月の協議会においても、

その確認をし、６月の総会で項目整理、７月の総会でたたき台、８月の総会で意見書

の素案、９月の総会で意見書の最終決定を行う予定としております。また、必要に応

じ、今年度の意見書検討班のような形で、総会終了後等に話し合いの時間を設けるこ

とも検討しています。 

令和５年度広島市農政に関する意見について具体的な意見等がございましたら、４

月１５日（金）までに３ページの様式で、郵送又はファックス等にて、事務局へ提出

いただきますようお願いいたします。 

以上で令和５年度広島市農政に関する意見書についての説明を終わります。 

続きまして、広島市農業委員会農業用機械・資材登録制度（農業機械・資材バンク）

実施要領（案）に関する意見について説明します。資料の５ページ、資料２をご覧く

ださい。農業委員会では、不要となっている農業用機械・資材の有効活用を通して本

市の農業者を支援し、さらに農地利用の推進を図るため、農業用機械・資材バンクの

設置を検討しており、その実施要領の案を作成しました。次のページに実施要領、運

用方法、登録・利用申請書の様式を付けておりますので、内容等確認していただき文

言等の修正や追加等の意見等がありましたら、３月１８日（金）までに事務局まで、

メールや FAXなどでご提出していただきますようお願いいたします。意見の提出用の

様式は特に定めていませんので、案に見え消しでの修正や、メールや FAXに直接、意

見を入力されても構いません。意見は農業委員のほか、推進委員、市農政課、区農林

課、農林水産振興センターにも依頼をします。安芸区、白木・高陽地区、佐伯区の推

進委員には、今週、地区協が開催されますので、その時に依頼をし、来週以降、地区

協が開催されます地区の推進委員には郵送で依頼をいたします。 

なお、意見が提出された後、必要な修正等を行い、令和４年度当初の早い時期に、

運用を開始したいと考えていますので、よろしくお願いいたします。以上です。 
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続きまして、今年度（令和３年度）の農業体験学習の実績報告のお願いです。資料

３、１３ページ、１４ページに昨年度（令和２年度）農業委員、推進委員が実施され

ました、農業体験学習を掲載しております。１５ページが報告様式になっております

ので、農業体験学習を実施された農業委員は、こちらの様式を使って事務局に、今月

末までに提出して頂きますようお願いいたします。 

続きまして、利用権設定の下限面積引き下げについて説明します。資料の１７ペー

ジ、資料４をご覧ください。この内容は、令和３年１２月総会において、農政課より

説明があったものです。この度、令和４年８月１日の利用権設定分から引下げを行う

こととしましたので御報告します。 なお、８月１日開始分については、区役所への

書類の提出は、５月１５日までになっております。お配りした資料は、前回同様です

ので詳細な説明は省略いたしますが、主な内容は、貸借できる農地面積の下限を現行

の１０アールから１アールに引き下げるものです。これまで、相談を受けていたもの

の、面積要件から進められなかった案件がございましたら是非ともご案内いただきま

すようお願いします。ご不明な点などございましたら、農政課や区農林課へお問い合

わせください。 

続きまして、配付資料５の第６回地区協議会開催日程についてです。資料の１８ペ

ージになります。各地区の日時及び場所については、資料の通りですが、太字ゴシッ

ク体で印字されている部分について、説明いたします。日時については、旧市、安佐

南区が１５時半からの開催となっております。場所については、旧市が東区総合福祉

センター３階大会議室３、可部・安佐地区が安佐公民館２階大会議室、安芸区が安芸

区総合福祉センター４階会議室Ｃとなっていますので、お間違えの無いようお願いい

たします。内容については、資料に記載の項目を予定していますので、よろしくお願

いします。 

続きまして、配付資料６の令和４年３月の現地調査日程についてです。資料の１９

ページになります。今月の許可案件等の受付締切日は３月１５日（火）です。現地調

査の開始時間、集合場所等については、許可申請の状況を勘案し、１５日の夕方に電

話で調整させていただきます。現地調査日程は、１６日（水）の午前は旧市、午後は

安芸区、１７日（木）の午前は安佐北区の可部・安佐地区、午後は白木・高陽地区、

１８日（金）の午前は安佐南区、午後は佐伯区を予定しています。許可申請の状況に

より、開始時間の調整をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

以上で事務局からの説明を終わります。 

 

 

議 長 

ただいま事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問等は、ございますか。 

 

（委員：意見なし） 

 

議 長 

これで令和４年第３回総会を終了しますが、その他全体的にご意見等がございます
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か。 

 

（委員：意見なし） 

 

議 長 

次回の総会は、令和４年４月５日（火）午後１時３０分から、東区役所３階

第４・５会議室で行う予定です。  

事務局の石原次長が、本年３月末をもって定年を迎えられ、今回が定例総会

出席の最後となりますので、皆様にごあいさつをしたいとのことです。石原次

長、よろしくお願いします。  

 

石原次長 

 会長からご紹介いただきましたように、この３月で定年になります。農業委

員会の方は４年間、市役所は３８年間ほどになりますが、いよいよ６０になっ

て定年ということで。ちょっと昔は想像つかなかったのですが、こういうこと

になりました。  

 この４年間、本当に至らないことばかりだったと思いますが、大変お世話に

なりました。ありがとうございました。  

 私は事務屋で、専門職ではないので、主に教育委員会や下水道局とかが多か

ったのですが、農業関係は１０年前に農政課で３年間おり、初めて関わって、

その後、下水道局を挟んで、４年前から農業委員会ということになりました。  

 それまで何も作ったこともないような、ほとんど関りがなかったのでが、特

に農業委員会へ来て、皆さんからお話を聞いたり、農地を見たりということ

で、多少影響もあって、３年くらい前から市民菜園を１区画借りて、その後も

う一区画加えて、今２０㎡で野菜を作っています。農薬も使わないし、化学肥

料は使わないようにし、私みたいな拙い者でも、結構美味しいものが出来ま

す。虫食いだらけのコマツナやハクサイやキャベツとか、形の悪いナスとかキ

ュウリとかを家に持って帰りますが、それでも、「美味しい」と言ってくれる

ので、これからちょっと本格的な農家になると言ったら、まあ２０㎡ですから

１００年くらいかかってしまいますが、少なくとも消費者として美味しいもの

を買う賢い消費者になりたいと思います。  

それから、特に最近コロナや、最近厳しいというか、世界情勢がちょっと変

なことになっていますので、食料を作る農地の大切さを段々世界的に、みんな

が深刻に考えるようになっているよう気もするので、何とか農地とかを守っ

て、農業も振興していくことは大事なことなんだと思います。  

私の後に多分また事務屋が来ると思います。農業のことを知らないかもしれ

ませんが、温かく迎えていただいて、引き続き農業委員会、広島市の農業を支

えていただきますようよろしくお願いします。こういうことで挨拶しますが、

明日以降地区協議会へも出ます。また、３月いっぱいはいますので、もう少し

よろしくお願いします。  



３２ 

 

どうもありがとうございました。  

 

議 長 

どうもありがとうございました。  

それでは、己斐会長職務代理者に閉会のあいさつをお願いします。  

 

己斐会長職務代理者 

石原次長におかれましては、長きにわたり、３８年間お勤めご苦労様でし

た。改めて皆様拍手をお願いします。  

本日ご出席の岩田推進委員、武内推進委員、世羅推進委員、松田推進委員、

本日は長時間にわたり、お疲れ様でした。 

先ほど事務局の方から説明もありましたが、利用集積計画の下限面積が５月

１５日締めの分から下がります。私も１週間前に１件ほど利用権をやりまし

て、９２０㎡、これは８０㎡足らないから、あと１００㎡くらいどこかから持

ってきてくれと言ったのですが、農林課への書類の提出のことで相談に行った

ら、「己斐さん、それはせんでええよ」と言われて、「ああそうですか」と。そ

れでは、提出された方にはまた連絡しておきますよ、ということで農林課から

帰りました。  

各委員ともこれから大変忙しくなると思いますが、体に十分気をつけられま

して、頑張っていただきたいと思います。本日は長時間にわたりましてご苦労

でした。また、お帰りの節は気をつけてお帰りください。お疲れ様でした。  

  


